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明
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く
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く
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　市では、安全で安心なまちづくりを推進するため、防犯灯設置
事業を行っています。
　今回は、その事業の内容について紹介します。

　

現
在
、
市
が
行
う
防
犯
灯
設
置

事
業
は
、
①
町
内
会
な
ど
が
設
置

す
る
防
犯
灯
に
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
と
、
②
小
中
学
校
の
通

学
路
へ
市
が
設
置
す
る
事
業
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
町
内
会
設

置
分
は
、
市
で
把
握
す
る
限
り

で
、
約
５
，５
０
０
灯
、
市
設
置

分
は
、
１
，６
５
０
灯
で
、
合
計

７
，１
５
０
灯
程
度
が
市
内
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
防
犯
灯
設
置
事
業
は
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

市
と
市
民
と
の
協
働
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
地

域
の
実
情
を
良
く
知
る
皆
さ
ん
に

防
犯
灯
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

市
は
そ
の
設
置
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
小
中
学
校
の

通
学
路
で
、
町
内
会
な
ど
で
設
置

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
所
へ
は
、

市
が
直
接
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
周
辺
に
町
内
会
な
ど

が
な
い
通
学
路
で
あ
る
こ
と
や
、

集
落
と
集
落
を
結
ぶ
道
路
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
一
定
の
条
件
を
付
し

て
い
ま
す
。

お
た
ず
ね　

防
災
交
通
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

 
６
８
１
９
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　② 市設置防犯灯

　子供たちの犯罪被害の防止及び通学の安全を図
るため、市が設置します。

◆設置場所
・公共用地、及び防犯灯設置が必要な期間、無償
貸借できる民有地
・小学校・中学校の通学路とし、概ね１００ｍ以
内に街路灯、家及び公衆電話等の照明設備がな
く、防犯上必要な場所

◆要望の取りまとめ方法
　①市から学校へ要望調査
　②各学校でＰＴＡ等と意見調整のうえ、市へ申
請書

　③市で調査し、設置箇所を決定して施工
　　※維持管理（電気代・灯具の取替）も市が行

います。

　① 町内会等設置防犯灯補助

　地域の実情を良く知る皆さんで必要性を確認し合い、
設置・管理する防犯灯に対し、その設置費の一部を市が
補助します。

◆設置場所
　防犯上必要な場所（光害とならないように配慮が必要）

◆補助対象者
　町内会及びこれに準ずる団体など

◆維持管理費
　電気代、灯具の取替は設置者 (町内会など )の負担

◆補助申請の流れ
　①町内会から市へ補助申請
　②市は調査の後、補助決定
　③決定後施工、実績報告を受けて補助金交付

◆補助金額
　設置費の１／２
　　（上限）既存の柱に設置する場合：１５，０００円
　　　　　　新しい柱を設置する場合：３０，０００円

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
と
は
、
蛍
光

管
に
代
わ
る
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（Light Em
itting D

iode

）

を
利
用
し
た
防
犯
灯
で
、近
年
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
長
所
お
よ

び
短
所
と
し
て
は

長　

所

・
蛍
光
管
の
寿
命
が
約
10
年

で
、
通
常
の
蛍
光
管
の
約
５

倍
あ
り
、
修
繕
費
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る

・
電
気
代
が
約
30
％
安
価
と
な

り
、
電
気
代
の
節
約
が
で
き

る
・
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
蛍
光
管
の

約
半
分
で
あ
り
、
環
境
に
や

さ
し
い

・
虫
な
ど
が
寄
り
付
き
に
く

い
、
農
作
物
へ
の
影
響
が
少

な
い

短　

所

・
灯
具
自
体
の
単
価
が
高
い

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
市
設
置
分
で
は
、
20

灯
（
企
業
か
ら
寄
附
い
た
だ
い

た
も
の
）
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
は
通
常
の
防

犯
灯
で
す
。
今
後
、
技
術
進
歩

な
ど
に
よ
り
低
価
格
化
が
進
め

ば
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
等
で
設
置
さ

れ
る
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
が
少
し
ず
つ
普
及

し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

も
従
来
の
防
犯
灯
と
同
様
に
、

補
助
金
の
対
象
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
設
置
さ
れ
る
際
は
、
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　

青
色
防
犯
灯

　

青
色
防
犯
灯
は
、
そ
の
色
彩

の
心
理
的
影
響
に
よ
る
犯
罪
抑

止
効
果
が
指
摘
さ
れ
、
各
地
で

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
そ
の
科
学
的
効

果
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
照
度
が
、
従
来
の

白
色
と
比
べ
落
ち
る
こ
と
か
ら

暗
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
防
犯
灯
は
、
街
灯
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

側
面
も
あ
り
、
住
宅
・
店
舗
な

ど
明
る
さ
を
創
出
す
る
居
住
環

境
や
、
道
路
側
溝
・
田
・
畑
、

交
差
点
な
ど
の
道
路
状
況
に
よ

り
、
明
る
さ
を
重
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
設
置
箇
所
も
あ
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
防

犯
活
動
に
取
り
組
む
、
い
わ
ゆ

る
防
犯
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
住
民

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
も
あ
り
、
青
色
防
犯
灯

が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
＝
防

犯
意
識
が
高
い
地
域
と
の
認
識

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
が
設
置

す
る
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
小

中
学
校
の
通
学
路
で
、
家
や
公

衆
電
話
等
の
照
明
設
備
が
な
い

場
所
に
設
置
す
る
も
の
で
あ

り
、
照
度
の
確
保
が
必
要
な
場

所
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

白
色
防
犯
灯
を
引
き
続
き
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
で
設
置
す
る
防
犯
灯
に

つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
ぐ
る
み

の
防
犯
活
動
を
、
地
域
の
要
請

に
よ
り
市
が
補
助
す
る
と
い
う

補
助
制
度
の
観
点
か
ら
、
町
内

の
総
意
に
基
づ
き
町
内
設
置
の

防
犯
灯
を
青
色
に
交
換
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
町
内
の
自
主
性

を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
青
色
防
犯

灯
が
、
約
４
，２
０
０
灯
程
度

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
設

置
数
は
、
県
内
及
び
全
国
で
も

１
番
多
い
設
置
数
で
あ
り
、
防

犯
意
識
の
高
い
地
域
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

5 広報いずも 2010.5.27




